




























































国連環境計画（UNEP: United Nations Environmental Program）は、最
新の証拠に基づいて、生物多様性の六番目の大量絶滅が進行していると説明
する。生息域の消滅、害虫の侵略、汚染、過剰収穫、病気を主たる原因とし















の減少の兆候であろうか（Jacobsen: 100–153; Neumann et al.; Porrini et al.; 

























































































として作用する（汚染物質の生物濃縮）（Thevenon et al.: 9; Darraik; Erik-










































（Great Pacific Garbage Patch）においてさえ、１平方キロメートル当たり
の海洋に数キログラムのプラスティックが存在するだけである（Engler: 









































































































































（Ströbele-Gregor, 2012, 2013; Poma et al.）。
ボリビアにおける激しいリチウム争奪戦で見失われているのは、環境に対































































ける能力に悪影響を及ぼすことは確実である（Hollender et al.: 41, 51）。








































民キャンプに到達しようとする（Greenpeace Germany: 26–27; Besada et 
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性 を 秘 め て い る（Committee on the Peaceful Uses of Outer Space [CO-








関する条約（宇宙条約）」（Agreement Governing the Activities of States 
on the Moon and Other Celestial Bodies）のような国連条約に違反するこ
とは避けられない。なぜなら、これらの条約は宇宙空間の平和を守るために
宇宙の資源や惑星を所有することを禁止しているからである（Committee 













ることを目指している。また、他の企業である Planetary Resources は、採
掘に適した小惑星の分析をするための望遠鏡の開発を目的としている（Com-
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Moon and Other Celestial Bodies）は、いかなる国家あるいは民間機関も私
用に供するために共同所有する権利を持たない、という概念を基礎としてい
る。「人類の共同遺産」（Common Heritage of Mankind）原則がこの考え方
の基礎にある。しかしながら、最近の 2 つの例は、実際にはこれらの原則が








































Aeronautics and Space Administration）と国際宇宙空間研究委員会（Com-












はならない」ということが最も重要である（Billings; National Academies of 
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Agency, 2013a: 674; National Honey Bee Health Stakeholder Conference 






















Environmental Agency, 2013a: 674）。
要するに、システムの因果関係の複雑さを分析し、巧みに操縦するには、
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